
＊こうち県議会だよりは、県の総合・合同庁舎でもお渡ししています。
  また、県議会のホームページにもPDF版と音声版を掲載しています。
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議員提案により「高知県新型コロナウイルス感染症に関する条例」が制定されました
　令和３年６月定例会に「高知県
新型コロナウイルス感染症に関す
る条例」議案が提出され、全会一
致で可決成立しました。
　世界中で猛威を振るう新型コロ
ナウイルス感染症は、本県でも県
民生活、経済、文化に多大な影
響を与えており、経済的に困窮す
る人や誹謗中傷、差別に苦しむ人
を生み出すなど、県民の絆をも脅
かすに至っています。
　そこで、県と県民等が一致団結
してこの災禍を乗り越えていくこと
が必要であることから、感染症に
打ち克つ高知
県の実現を目指
し、この条例を
制定いたしまし
た。

新型コロナウイルス感染症から、県民の命と暮らし、
文化を守り、感染症に打ち克つ

まん延を防止するため、特に必要がある時は患者が利用又は
参加した催物の名称など、必要最小限の情報を公表できる

情報の公表
医療の提供を必要とする感染症の患者が遅滞なく入院又は入
所できるよう必要な情報を速やかに共有する

患者情報の共有

り患若しくはり患のおそれ、予防接種を受けていないこと等を理
由に差別的取扱いをしてはならない

不当な取扱い等の禁止
情報の収集と提供、保健医療・検査・相談体制の整備と充
実、支援 など

県の施策

事業者の役割
予防及びまん延の防止のため適切な措
置を講ずる、感染症対策に協力する など

県民等の役割
予防及びまん延の防止に努める、感染
症対策に協力するよう努める など

県の責務
関係機関との連携、感染症対策の迅速な
実施、県民等及び事業者に対する支援 など

関係者の責務・役割

条例の主な内容

主要な対策

６
月
定
例
会
の
概
要

６
月
定
例
会
の
概
要

会
期
　
６
月
２４
日
〜
７
月
８
日【
１５
日
間
】

●
開
会
日（
6
月
24
日
）　

■
知
事
提
案
説
明
　
〜
感
染
防
止
の
徹
底
と
県
経
済
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
〜

　
濵
田
知
事
は
初
め
に
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
か
ら
県
民
の
健
康
、生
活
を
守
る
た

め
、ま
ず
は
感
染
防
止
対
策
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、県
経
済

へ
の
影
響
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
べ
く
必
要
な
対
策
を
迅
速
に
講
じ
て
い
く
」と
述

べ
た
上
で
、「
県
政
運
営
の
基
本
姿
勢
で
あ
る「
共
感
と
前
進
」の
実
現
に
向
け
、私
自

身
が
取
組
の
現
場
に
お
伺
い
し
県
民
の
皆
様
と
対
話
を
行
う「
再
び
、濵
田
が
参
り
ま

し
た
」が
ス
タ
ー
ト
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
も
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
な
が
ら
懸
命
に

頑
張
っ
て
お
ら
れ
る
皆
様
の
姿
に
直
接
触
れ
、私
自
身
な
お
一
層
の
努
力
と
県
勢
浮

揚
へ
の
決
意
を
強
く
し
た
と
こ
ろ
だ
。今
後
も
地
域
の
実
情
を
よ
り
深
く
把
握
し
、こ

れ
ま
で
以
上
に
皆
様
の
声
を
県
政
に
反
映
し
て
い
く
」と
述
べ
ま
し
た
。

　
次
に
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、「
感
染
収
束
に
向
け
た
目

下
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、医
療
従
事
者
へ
の
接
種
は
概

ね
完
了
し
た
。65
才
以
上
の
高
齢
者
に
つ
い
て
も
７
月
末
の
完
了
を
目
指
し
て
全
市
町

村
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。ま
た
、７
月
中
旬
に
は
県
直
営
に
よ
る
職
域
接
種

を
始
め
る
。加
え
て
中
小
企
業
に
お
い
て
も
合
同
接
種
が
進
む
よ
う
必
要
な
支
援
を
行

っ
て
い
く
と
と
も
に
国
に
対
し
て
必
要
な
ワ
ク
チ
ン
の
配
給
を
要
望
し
て
い
く
」と
述
べ

ま
し
た
。

　
次
に
、令
和
３
年
度
６
月
補
正
予
算
に
つ
い
て
、「
感
染
防
止
の
取
組
を
徹
底
し
な
が

ら
、感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
た
事
業
者
に
対
す
る
支
援
を
強
化
す
る
た
め
、総
額
１

０
０
億
円
余
り
の
歳
入
歳
出
予
算
の
補
正
並
び
に
総
額
４
億
円
余
り
の
債
務
負
担
行

為
の
追
加
及
び
補
正
を
含
む
案
と
し
て
い
る
」と
述
べ
、最
後
に
今
回
提
案
し
た
補
正

予
算
を
含
む
議
案
24
件
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。　

■
議
員
提
案
条
例
を
提
出

　
日
本
共
産
党
会
派
の
議
員
か
ら「
高
知
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
か
ら
県
民
を
守
る
た
め
の
条
例
」議
案
が
提
出
さ
れ
、提
出
者
を
代
表
し
て
岡
田
芳

秀
議
員
が
提
案
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　
続
い
て
、自
由
民
主
党
、県
民
の
会
、公
明
党
、一
燈
立
志
の
会
の
各
会
派
の
議
員
か

ら「
高
知
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
条
例
」議
案
が
提
出
さ
れ
、提
出

者
を
代
表
し
て
依
光
晃
一
郎
議
員
が
提
案
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

●
一
般
質
問
（
６
月
29
日
〜
７
月
１
日
）

　
８
名
の
議
員
が
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
、

中
山
間
地
域
の
活
性
化
な
ど
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

■
人
事
議
案
に
同
意

　
知
事
か
ら
追
加
提
出
さ
れ
た
人
事
議
案
１
件
に
同
意
し
ま
し
た
。

●
常
任
委
員
会
審
査
（
７
月
２
日
〜
６
日
）

　
審
査
の
結
果
、付
託
さ
れ
た
議
案
26
件
の
う
ち
21
件
を
可
決
し
、４
件
を
承
認
、１

件
を
否
決
し
ま
し
た
。

●
閉
会
日
（
７
月
８
日
）

■
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

　
知
事
提
出
議
案
24
件
の
う
ち
20
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、４
件
を
承
認
し
ま
し

た
。ま
た
追
加
提
出
さ
れ
た
人
事
議
案
３
件
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
条
例
議
案
２
件
の
う
ち
１
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、１

件
を
否
決
し
ま
し
た
。ま
た
、意
見
書
議
案
４
件
の
う
ち
３
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、

１
件
を
否
決
し
ま
し
た
。

■
議
員
定
数
問
題
等
調
査
特
別
委
員
会
の
設
置
な
ど

　
県
議
会
議
員
の
定
数
、選
挙
区
及
び
選
挙
区
別
議
員
定
数
に
つ
い
て
の
調
査
検
討

を
行
う
た
め
、議
員
定
数
問
題
等
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し
た
。ま
た
、高
知

県
競
馬
組
合
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙
を
行
い
、西
内
健
議
員
、黒
岩
正
好
議
員
を
選

出
し
ま
し
た
。

主 な 内 容
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６月定例会本会議の質問
質
問
者（
質
問
順
）

六
月
二
九
日

明
神

　健
夫

上
田

　周
五

塚
地

　佐
智

六
月
三
十
日

山
﨑

　正
恭

武
石

　利
彦

依
光 

晃
一
郎

七
月
一
日

桑
名

　龍
吾

三
石

　文
隆

明神　健夫
（自由民主党）

答 問
フ
レ
イ
ル
予
防
活
動
の

実
現
に
つ
い
て

答 問
人
工
林
資
源
の
減
少
や
林
業・

木
材
産
業
の
縮
小
へ
の
危
惧

答 問

答答 問
仁
淀
川
流
域
の
観
光
振
興

に
対
す
る
支
援
を

問

問
県
道
６
号
線
２
車
線
化
に

関
す
る
県
の
対
応

答

答

小
規
模
校
の
取
組
へ
の
評
価

と
統
廃
合
に
つ
い
て
聞
く

問

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

問
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
の

高
校
生
へ
の
周
知

答

売
上
減
３０
％
未
満
の

事
業
者
へ
の
新
た
な
支
援
策

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

林業大学校での研修土佐茶

答

答

問
県
立
学
校
に
お
け
る
生
理
の

貧
困
の
実
態
と
今
後
の
取
組

̶2̶

健
康
政
策
部
長
　
国
は
フ
レ

イ
ル
予
防
の
取
組
を
、令
和
６
年

度
ま
で
に
全
て
の
市
町
村
で
実
施

す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。県
と
し
て
、

フ
レ
イ
ル
と
は
、年
を
取
り

体
力
や
気
力
、社
会
的
な
つ
な
が

り
が
弱
く
な
っ
た
状
態
で
、放
置

す
る
と
要
介
護
状
態
に
な
る
可

能
性
が
あ
る
。

全
国
に
先
行
し
て
高
齢
化
が

進
む
本
県
で
は
、健
康
寿
命
を
延

ば
す
た
め
、フ
レ
イ
ル
予
防
活
動

の
実
現
が
急
務
だ
。い
つ
ま
で
に

全
市
町
村
へ
普
及
さ
せ
成
果
を

上
げ
る
の
か
、県
広
報
の
活
用
を

含
め
て
聞
く
。

林
業
振
興・環
境
部
長
　
再

造
林
の
推
進
に
は
、森
林
所
有
者

が
投
資
意
欲
を
持
て
る
収
益
の
確

保
が
必
要
だ
。効
率
的
な
作
業
方

法
の
検
討
や
、流
通
の
効
率
化
な

ど
の
コ
ス
ト
縮
減
策
に
よ
り
、収
益

還
元
を
高
め
て
い
く
。ま
た
、再
造

林
推
進
協
議
会
を
通
じ
た
素
材

生
産
事
業
者
と
造
林
事
業
者
の

再
造
林
率
が
３
割
か
ら
４

割
で
、将
来
の
人
工
林
資
源
の
減

少
、林
業
・
木
材
産
業
の
縮
小
が

危
惧
さ
れ
る
。再
造
林
の
実
効
性

を
ど
う
高
め
て
い
く
の
か
。

今
後
も
講
演
会
の
開
催
や
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、各
市

町
村
で
の
取
組
を
支
援
す
る
。ま

た
、予
防
の
推
進
に
は
住
民
主
体

の
取
組
が
重
要
で
あ
り
、県
広
報

の
積
極
的
な
活
用
に
よ
り
住
民
へ

の
普
及
啓
発
に
取
り
組
む
。

農
業
振
興
部
長
　
昨
年
、国

に
お
い
て
法
律
に
基
づ
く
基
本
方

針
が
策
定
さ
れ
た
。こ
の
た
め
、本

年
５
月
か
ら
土
佐
茶
振
興
協
議
会

に
お
い
て
計
画
策
定
に
向
け
た
検

討
を
始
め
た
。今
後
多
く
の
関
係

者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、今
年

度
末
を
目
処
に
策
定
し
て
い
く
。

お
茶
は
日
本
人
の
生
活
と

文
化
に
と
っ
て
不
可
欠
な
存
在

と
な
っ
て
い
る
。
法
律
に
よ

り
、
県
に
は
茶
業
と
お
茶
の
文

化
の
振
興
に
関
す
る
計
画
を
定

め
る
努
力
義
務
が
あ
る
。
計
画

は
策
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

観
光
振
興
部
長
　
多
く
の
フ

ァ
ン
が
訪
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
一
方
、ロ
ケ
地
の
混
雑
も
懸
念

さ
れ
る
。市
町
村
で
は
感
染
症
対

策
を
施
し
た
上
で
、送
迎
バ
ス
の
運

行
や
案
内
板
の
設
置
な
ど
の
様
々

な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て
お
り
、県

も
で
き
る
限
り
支
援
す
る
。流
域

全
体
の
観
光
振
興
の
た
め
に
は
、よ

り
広
く
周
遊
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
重
要
だ
。魅
力
あ
る
観
光
地
づ

く
り
に
努
め
、積
極
的
な
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
く
。

商
工
労
働
部
長
　
売
上
減

が
30
％
未
満
で
あ
っ
て
も
経
営
環

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画「
竜
と

そ
ば
か
す
の
姫
」に
仁
淀
川
流
域

が
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、今
後
観

光
客
が
押
し
寄
せ
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。関
係
自
治
体
で
は
住
民

の
生
活
を
守
っ
た
上
で
地
域
周
辺

の
整
備
や
観
光
客
送
迎
等
の
対
応

を
検
討
し
て
い
る
。地
域
の
観
光

振
興
を
考
え
、県
と
し
て
力
強
い

支
援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

境
は
非
常
に
厳
し
い
と
認
識
し
て

い
る
。感
染
症
の
影
響
の
長
期
化

か
ら
、資
金
繰
り
が
よ
り
厳
し
く

な
る
と
考
え
、今
後
は
、経
済
対
策

に
加
え
て
県
の
既
存
融
資
の
償
還

期
間
や
据
置
期
間
の
延
長
を
行
う
。

ま
た
、新
規
貸
付
金
に
つ
い
て
償
還

金
額
を
徐
々
に
増
や
せ
る
制
度
も

取
り
入
れ
て
い
く
。

マ
ッ
チ
ン
グ
や
担
い
手
の
育
成

に
も
引
き
続
き
取
り
組
む
。

小
規
模
零
細
事
業
者
は
、以

前
か
ら
ギ
リ
ギ
リ
の
経
営
を
続
け

て
い
た
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。

営
業
時
間
短
縮
要
請
対
応
臨
時

給
付
金
や
協
力
金
の
基
準
に
届
か

な
い
こ
と
か
ら
制
度
は
利
用
で
き

な
い
が
、事
業
の
継
続
は
厳
し
い

事
業
者
も
多
い
。こ
う
し
た
状
況

を
ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。支

援
策
を
新
た
に
考
え
る
べ
き
だ
。

鏡
吉
原
地
区
の
石
灰
石
鉱

山
開
発
計
画
の
前
提
で
あ
る
県

道
高
知
伊
予
三
島
線
の
２
車
線

化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
調
査

と
議
論
を
行
い
、事
業
者
に
ど
の

よ
う
な
説
明
を
し
た
の
か
聞
く
。

知
事
　
令
和
元
年
１２
月
の
段

階
で
概
算
で
1
3
0
億
円
の
整
備

は
困
難
と
の
考
え
を
副
知
事
か
ら

伝
え
た
。そ
の
後
、再
度
調
査
検
討

し
、安
全
な
通
行
の
確
保
に
は
連
続

２
車
線
改
良
が
必
要
と
判
断
し
、対

岸
へ
迂
回
路
等
の
設
置
が
必
要
な
こ

と
が
新
た
に
判
明
し
た
。事
業
費
が

増
大
し
、期
間
も
長
く
な
る
と
見
込

ま
れ
、対
応
は
困
難
で
あ
る
と
判
断

し
、今
年
３
月
に
改
め
て
副
知
事
か

ら
事
業
者
に
説
明
し
た
。

中
山
間
地
域
の
児
童
生
徒

数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
統
廃
合

が
検
討
さ
れ
る
一
方
で
、小
規
模

校
な
ら
で
は
の
学
校
運
営
も
数
多

く
見
ら
れ
、
一
人
一
人
に
向
き

合
う
教
育
が
で
き
る
魅
力
が
あ

る
。小
規
模
校
の
取
組
へ
の
評
価

と
、統
廃
合
に
つ
い
て
の
所
見
を

聞
く
。

奨
学
金
の
返
還
を
支
援
す

る
制
度
を
高
校
生
が
知
る
こ
と

が
、進
路
選
択
や
大
学
等
を
卒
業

後
の
居
住
地
の
選
択
に
影
響
力
を

持
つ
。制
度
を
県
内
の
高
校
生
に

周
知
す
べ
き
だ
が
所
見
を
聞
く
。

　
　
教
育
長
　
地
域
と
連
携
し

た
体
験
学
習
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
に

よ
る
他
校
と
の
意
見
交
流
な
ど

小
規
模
校
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
補

う
取
組
が
充
実
し
て
き
て
い
る
。

一
方
、
教
科
担
任
制
の
導
入
や

人
間
関
係
の
固
定
化
、
部
活
動

の
困
難
性
な
ど
課
題
も
あ
る
。

学
校
の
統
廃
合
は
、
市
町
村
教

委
が
議
論
を
重
ね
、
適
切
な
判

断
が
重
要
だ
。
県
教
委
と
し
て

必
要
な
資
料
や
情
報
を
提
供
し
、

市
町
村
教
委
が
進
め
る
特
色
あ

る
学
校
づ
く
り
を
積
極
的
に
支

援
し
た
い
。

知
事
　
県
民
座
談
会
を
始

め
、
様
々
な
機
会
に
中
山
間
の

生
活
に
触
れ
、
住
民
の
思
い
を

お
伺
い
し
た
。
中
山
間
地
区
の

多
く
は
人
口
減
少
で
地
域
の
活

力
や
生
活
基
盤
が
弱
ま
る
な
ど

大
変
厳
し
い
状
況
だ
。
課
題
に

正
面
か
ら
向
き
合
い
、
高
齢
者

の
暮
ら
し
を
守
り
、
若
者
が
住

み
続
け
ら
れ
る
中
山
間
地
域
の

実
現
に
向
け
し
っ
か
り
と
取
り

組
む
。

域
住
民
と
も
積
極
的
に
対
話
を

し
て
こ
ら
れ
て
い
る
。本
県
の
中

山
間
地
域
の
現
状
に
つ
い
て
所
見

を
聞
く
。

教
育
長
　
奨
学
金
返
還
支

援
制
度
は
、若
者
の
地
元
定
着
に

向
け
て
、奨
学
金
の
返
済
を
地
元

の
県
や
市
町
村
、企
業
が
支
援
す

る
場
合
に
、財
政
上
や
税
制
上
の

優
遇
措
置
が
得
ら
れ
る
仕
組
み
と

し
て
制
度
化
さ
れ
た
。

本
制
度
を
高
校
段
階
か
ら
知
る

こ
と
で
学
び
の
継
続
や
地
元
就
職

に
つ
な
が
る
と
期
待
さ
れ
る
。知
事

部
局
や
市
町
村
と
連
携
し
、進
路

等
の
相
談
の
際
な
ど
に
制
度
の
周

知
を
図
っ
て
い
く
。

☟

3ページ上段に続く

上田　周五
（県民の会）

（公明党）
山﨑　正恭

問
中
山
間
地
域
の
現
状
に

つ
い
て
の
所
見
を
聞
く

知
事
は
、就
任
以
来
、県
下

の
中
山
間
地
域
に
足
を
運
び
、地 （一燈立志の会）

武石　利彦

塚地　佐智
（日本共産党）

お
茶
の
振
興
に
関
す
る

計
画
の
策
定
に
つ
い
て
聞
く

教
育
長
　
県
立
学
校
の
養
護

教
諭
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、昨
年
度
、

生
理
用
品
を
購
入
で
き
な
い
と
の

相
談
が
１
名
、生
理
の
貧
困
の
状
態

と
思
わ
れ
る
生
徒
に
対
応
し
た
教

諭
が
２
名
だ
っ
た
。こ
れ
以
外
に
も

自
ら
支
援
を
求
め
づ
ら
い
生
徒
が

一
定
数
存
在
す
る
と
考
え
る
。

今
後
は
、学
校
に
お
け
る
生
理

用
品
の
配
布
体
制
の
整
備
や
相
談

し
や
す
い
体
制
づ
く
り
を
進
め
、学

校
以
外
の
相
談
窓
口
も
積
極
的
に

周
知
す
る
。

女
性
の
生
理
の
貧
困
問
題

が
世
界
で
起
こ
っ
て
い
る
。日
本

も
同
様
で
あ
り
４
月
に
知
事
に

対
し
県
立
学
校
や
県
立
大
学
で

の
生
理
用
品
の
無
料
配
布
の
緊

急
要
望
を
行
い
、支
援
が
行
わ
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
が
、県
立
学
校

に
お
け
る
生
理
の
貧
困
の
実
態

と
今
後
の
方
針
を
聞
く
。

新型コロナウイルス感染症対策のため、演台にアクリル板を設置しております。
そのため、一部の写真に反射光が見られますがご了承ください。



答問
中
山
間
地
域
に
お
け
る
物
流

の
維
持
に
つ
い
て
聞
く

人
口
減
少
に
よ
り
採
算
が
取

れ
な
く
な
る
物
流
事
業
者
が
今
後

増
え
る
と
聞
く
。
こ
の
ま
ま
で
は

中
山
間
地
域
で
生
活
す
る
コ
ス
ト

が
高
く
な
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る

が
、
買
物
弱
者
対
策
と
し
て
物
流

の
維
持
に
向
け
た
所
見
を
聞
く
。

健
康
政
策
部
長
　「
高
知
家

＠
ラ
イ
ン
」は
、医
療
機
関
や
介
護

事
業
所
な
ど
多
職
種
間
の
情
報
連

携
を
進
め
る
シ
ス
テ
ム
だ
。

安
芸
圏
域
で
の
モ
デ
ル
事
業
で
は
、

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
間
で

患
者
情
報
を
迅
速
・
正
確
に
共
有
し

一
体
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
で
き
る

な
ど
の
効
果
が
あ
っ
た
。課
題
と
し
て
、

参
加
事
業
所
の
増
加
や
、よ
り
簡
単

な
入
力
方
法
の
導
入
な
ど
が
指
摘

さ
れ
た
。今
年
度
は
高
知
市
等
で
導

入
を
進
め
、令
和
４
年
度
に
は
県
下

全
域
で
導
入
で
き
る
よ
う
取
り
組
む
。

6月定例会 主な審議の結果

※各議員の賛否の状況は、
　　　　県議会のホームページでご確認いただけます。

●可決された議案（32議案）※同意、承認を含む
知事提出議案（28議案）
予算議案（１議案）
・令和３年度高知県一般会計補正予算
条例議案（15議案）
・高知県過疎地域における県税の課税免除に関する条例議案 ほか 
14議案
その他議案（12議案）
・県有財産（航空機）の取得に関する議案 ほか 11議案
議員提出議案（４議案）
条例議案（１議案）
・高知県新型コロナウイルス感染症に関する条例議案
意見書議案（３議案）
・地方財政の充実・強化に関する意見書議案

・学校教育におけるデジタルトランスフォーメーションを適切に進める
ための意見書議案
・「こども庁」設置を求める意見書議案

●否決された議案（２議案）
議員提出議案（２議案）
条例議案（１議案）
・高知県新型コロナウイルス感染症の感染拡大から県民を守るた
めの条例議案
意見書議案（１議案）
・消費税の緊急減税とインボイス制度の導入延期を求める意見書議案

　県議会議員の定数、選挙区及び選挙区別議員定数についての調査
検討を行うため、議員定数問題等調査特別委員会を設置しました。
７月８日
組織委員会を開き、正副委員長を互選。
８月２日
公職選挙法等の関係規定の説明を受け、今後の委員会の進め
方について協議。
８月31日
副委員長の議員辞職に伴い、副委員長を互選。

弘田　兼一

大石　　宗

金岡　佳時

下村　勝幸

西内　隆純

西内　　健

梶原　大介

黒岩　正好

上田　周五

塚地　佐智

委 員 長

副委員長

 委 員

̶３̶

県
が
講
じ
る
事
業
者
へ
の

支
援
は
、漏
れ
な
く
行
き
届
い
て

い
る
か
。現
状
と
今
後
の
手
立
て

を
聞
く
。

問

（自由民主党）
桑名　龍吾

問
コ
ロ
ナ
禍
で
の
経
済
対
策
と

出
口
対
策
と
し
て
の
経
済
対
策

３
年
後
に
は
コ
ロ
ナ
融
資

の
返
済
が
始
ま
る
。コ
ロ
ナ
禍
の

経
済
対
策
と
、出
口
対
策
と
し
て

の
経
済
対
策
を
併
せ
て
講
じ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が

所
見
を
聞
く
。

答

商
工
労
働
部
長
　
事
業
者
へ
の

支
援
は
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
新
聞
を
は

じ
め
、様
々
な
媒
体
を
活
用
し
て
広

報
を
行
い
、申
請
漏
れ
が
な
い
よ
う
に

意
を
用
い
て
き
た
。ま
た
市
町
村
や

関
連
団
体
と
も
連
携
し
、商
工
会
等

か
ら
も
事
業
者
へ
の
声
か
け
を
行
っ
た
。

今
回
の
協
力
金
と
給
付
金
に
つ
い

て
も
、対
象
事
業
者
に
情
報
が
届
か

な
い
こ
と
が
な
い
よ
う
、様
々
な
ツ
ー

ル
を
用
い
て
発
信
を
強
化
し
て
い
く
。

答

文
化
生
活
ス
ポ
ー
ツ
部
長
　

令
和
元
年
度
以
降
、部
長
や
担
当

課
長
が
学
校
を
訪
問
し
、理
事
長
や

校
長
に
対
し
学
習
指
導
要
領
に
の
っ

と
っ
た
国
旗
掲
揚
、国
歌
斉
唱
の
実

施
を
重
ね
て
要
請
し
て
き
た
。

土
佐
中
・
高
校
か
ら
は
、本
校
の

伝
統
で
あ
り
今
は
実
施
が
困
難
で

あ
る
と
の
話
が
あ
っ
た
。清
和
女
子

中
・
高
校
か
ら
は
、国
旗
・
国
歌
を
重

ん
じ
る
思
い
は
あ
る
が
や
る
べ
き
と
の

意
見
は
強
く
な
い
と
の
話
が
あ
っ
た
。

と
さ
自
由
学
校
か
ら
は
、今
後
理
事

会
で
諮
る
こ
と
を
検
討
す
る
と
の
話

が
あ
っ
た
。今
後
と
も
各
校
に
対
し
、

適
切
に
実
施
す
る
よ
う
、粘
り
強
く

要
請
を
行
っ
て
い
く
。

国
旗
掲
揚・国
歌
斉
唱
の
取

扱
い
に
対
す
る
私
立
学
校
へ
の

要
請
と
具
体
的
な
応
答
に
つ
い

て
聞
く
。

問
私
学
で
も
学
習
指
導
要
領
に
の
っ
と
っ
た

国
旗
・
国
歌
の
取
扱
い
を
要
請
す
る

（自由民主党）
三石　文隆

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
た
事
業
者
へ
の
支
援

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

問 「
高
知
家
＠
ラ
イ
ン
」の

県
内
へ
の
展
開
を
聞
く

平
成
29
年
度
か
ら
本
格
運
用

さ
れ
て
い
る「
高
知
家
＠
ラ
イ
ン
」

に
つ
い
て
、モ
デ
ル
事
業
の
成
果
や

課
題
を
ど
う
捉
え
、ど
う
反
映
し

て
県
内
に
広
げ
る
の
か
聞
く
。 依光 晃一郎

（自由民主党）

答

知
事
　
中
山
間
地
域
で
食
料

品
や
日
用
品
を
購
入
で
き
る
環
境

の
維
持
は
重
要
な
課
題
だ
。

こ
れ
ま
で
県
は
市
町
村
と
連
携
し
、

事
業
者
や
商
工
会
へ
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
き
た
。事
業
者
か
ら
の
要
請

も
あ
り
、来
年
度
に
向
け
共
同
配
送

の
仕
組
み
に
関
す
る
現
状
、課
題
を

整
理
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。こ
う
し
た

動
き
も
踏
ま
え
、中
山
間
地
域
の
物

流
の
維
持
に
向
け
県
と
し
て
何
が
で

き
る
か
、し
っ
か
り
検
討
し
た
い
。

確
認
し
、兼
業
許
可
を
行
う
な
ど

柔
軟
な
対
応
を
お
願
い
し
た
い
。

答

知
事
　
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

の
融
資
の
返
済
が
、事
業
廃
止
の

引
き
金
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。

県
の
融
資
に
つ
い
て
は
、県
内
の

経
済
動
向
を
注
視
し
必
要
な
対

策
を
打
ち
早
期
の
景
気
回
復
を

図
る
。そ
の
上
で
、償
還
開
始
時
点

に
お
い
て
回
復
し
て
い
な
い
場
合
は
、

償
還
期
間
の
延
長
な
ど
必
要
な
支

援
策
を
検
討
す
る
。

国
の
融
資
の
出
口
対
策
は
、全

国
知
事
会
や
他
の
都
道
府
県
と
連

携
し
、新
た
な
支
援
策
を
国
に
提

言
し
て
い
く
。

健
康
政
策
部
長
　
公
務
員
で

あ
る
医
師
や
看
護
師
な
ど
の
兼
業

は
、任
命
権
者
の
許
可
を
得
ら
れ

れ
ば
認
め
ら
れ
る
。県
内
の
企
業
団

体
が
国
に
職
域
接
種
の
申
請
を
し

て
い
る
が
、医
療
従
事
者
の
確
保
が

難
航
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。県

が
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、

状
況
に
よ
り
県
立
病
院
や
高
知
医

療
セ
ン
タ
ー
に
も
協
力
を
求
め
た
い
。

そ
の
際
に
は
、各
医
療
機
関
で
通
常

勤
務
に
支
障
を
来
さ
な
い
こ
と
を

答

職
域
接
種
支
援
で
の
問
題

は
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
た
め
の
医

療
従
事
者
の
確
保
だ
。県
立
病

院
や
高
知
医
療
セ
ン
タ
ー
の
医

師
や
看
護
師
が
、勤
務
時
間
外
に

職
域
接
種
に
出
向
け
る
仕
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９月 22日
29日
30日

10月 １日
５日
６日
７日
８日
11日
12日
14日

（水）
（水）
（木）
（金）
（火）
（水）
（木）
（金）
（月）
（火）
（木）

開会
質疑並びに一般質問
　　〃
　　〃  
　　〃   （一問一答）
　　〃   （一問一答）
常任委員会
　　〃
　　〃
　　〃
閉会

【中継】
【中継】
【中継】
【中継】
【中継】
【中継】

【中継】
　新型コロナウイルス感染症対策のため、傍聴定員を制限しており、マスク
の着用とアルコール消毒もお願いしております。
※日程は変更になる場合があります。傍聴の際には、議会事務局議事課
（TEL088-823-9534）までご確認ください。
※定例会、委員会の開催予定及び傍聴の方法は県議会ホームページにも
掲載しています。

議員定数問題等調査特別委員会の動き（７～８月）議員定数問題等調査特別委員会の動き（７～８月）議員定数問題等調査特別委員会の動き（７～８月）9月定例会開催予定9月定例会開催予定9月定例会開催予定

新型コロナウイルス感染症対策
調査特別委員会の動き（８月）
新型コロナウイルス感染症対策
調査特別委員会の動き（８月）
新型コロナウイルス感染症対策
調査特別委員会の動き（８月）

８月24日
新型コロナウイルス感染症の感染状況等につい
て、執行部より説明を受け、質疑を行いました。

県議会の構成が
変わりました
県議会の構成が
変わりました
県議会の構成が
変わりました

●令和３年８月２日付
けで、大野辰哉議
員が辞職しました。

●令和３年８月10日
付けで、上田周五
議員が議員定数問
題等調査特別委
員に選任されました。

●令和３年８月31日
付けで、山﨑正恭
議員が辞職しました。

　高知県議会では、議員活動の透明性を確保するため、平成26年度から政務活動費の収
支報告、会計帳簿、領収書等を公開しています。
　閲覧を希望される方は、議事堂３階の図書室へお越しいただくか、県議会のホームページを
ご覧ください。

令和２年度分の政務活動費の公開令和２年度分の政務活動費の公開令和２年度分の政務活動費の公開
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̶4̶
「こうち県議会だより」の点字版・デイジー版をご希望の方は
県議会事務局総務課（TEL 088-823-9533）へ。

総 務 委 員 会 危機管理文化厚生委員会

■新知的障害特別支援学校の学校概要について

執行部から、「高知県における知的障害特別支援学校の在り方に関する検討委員

会」からの提言に基づき検討を進め、設置場所を高知市新本町の旧高知江の口特別

支援学校校舎として、現在の校舎を改修し、令和４年４月開校に向けて準備を進めて

いる。設置形態として、職業教育に力を入れた学校である日高特別支援学校高知み

かづき分校と連携し、そのノウハウを生かすために、日高特別支援学校の分校とし、校

名については、地名である新本町を用いて、「高知県立日高特別支援学校高知しんほ

んまち分校」を考えている。設置学部は、中学部と高等部とし、募集人数は、中学部は１

学年１学級で６名、高等部は１学年２学級で１学級８名、合計で66名の生徒数を想定

している。校区について、高等部は本来の目的である山田特別支援学校の狭隘化対

策を考え、高知市、南国市、香南市、香美市とし、中学部は高知市のみと考えていると

説明があった。

委員から、来年４月の開校に当たって、教職員の人材確保についてはどうなっている

かと質問があった。

それに対し執行部からは、山田特別支援学校と日高特別支援学校の入学生が減

る分、それに対応する教員も減り、新しい学校に配置されることで、キャパシティーは変

わらないと考えている。また、初年度は中学部と高等部の各１年生のみが入ってくる形

のため、入学者数に合わせて人員を配置し、徐々にニーズが増えることに合わせて、し

っかりと教育ができる人員配置をしていきたいと答弁があった。

■ワクチン接種会場運営等委託料について
執行部から、国が設定する優先接種順位に次いで接種が急がれる職種について、

県営の接種会場を設置し接種を進めていくとともに、企業等が自主的に実施する職域
接種を支援し、県全体のワクチン接種を加速化するための経費であると説明があった。
委員から、県営接種会場や職域単位におけるワクチン接種の見通しについて質疑

があった。
それに対し執行部からは、県が設置する高知新港の特設会場については、モデルナ
社製ワクチンの配送確定の通知が厚生労働省から届いている。運用開始時期につい
ては、現在医療従事者の確保やワクチン接種希望者のリストアップなどを並行して進め
ており、７月中旬の開始を目指していると答弁があった。
■高知家あんしん会食推進の店認証制度運営等委託料について
執行部から、新型コロナウイルスの感染リスクが続く中、利用者が安心して飲食できる

よう感染症対策に取り組む飲食店に対して県が認証する制度の運用に係る経費であ
ると説明があった。
委員から、認証件数として県は4,000店舗を想定しているが、運用開始当初に申請が

集中することが予想される。併せて、事業者に対する早期認証取得に向けたフォローな
ども必要だと考えるが、どのように対応していくのかと質疑があった。
それに対し執行部からは、制度開始時に申請が集中する可能性は十分にあると考

えられるので、委託業者の選定の際には、申請が集中する時期に集中的な配備をする
よう依頼するとともに、しっかり確認を取っていく。また、申請受付後の現地確認の際に
は、単に認証基準を満たしているかどうかを確認するだけでなく、効果的なアクリル板の
設置など、認証取得に向けた助言を行うこととしていると答弁があった。

6月定例会 常任委員会 委員長報告 要旨6月定例会 常任委員会 委員長報告 要旨

商工農林水産委員会 産業振興土木委員会

■高収益作物次期作支援事業費補助金について
執行部から、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた品目のうち、国が実施してい

る高収益作物次期作支援交付金の第４次公募の対象とならない、ししとうなど29品目
を対象に、次期作に取り組む農業者を支援するために県独自の補助金を設置するもの
であると説明があった。
委員から、対象となる農業者は待ち望んでいる補助金だと思う。周知についてはど

のような状況かと質疑があった。
それに対し執行部からは、議決後直ちに周知することとしている。対象となる農業者

も把握できているため、ＪＡなどと連携をし、漏れのないよう徹底した周知に取り組むと答
弁があった。
■牧野植物園管理運営費について
執行部から、ゴールデンウイークやイベント時に発生する満車状況を解消し、磨き上

げ整備基本構想に基づく年間来園者20万人の目標に対応できるようにするため、新研
究棟のオープン時期である令和４年秋頃までの完成を目指し、駐車場を拡張するため
の測量設計を行うものであると説明があった。
委員から、課題とされていた駐車場問題の解決に着手しようとするものであり評価す

るが、この拡張工事が完成すれば全面的に解決となるか、また、工事中も支障が出な
いよう工夫されているかと質疑があった。
それに対し執行部からは、目標とする年間来園者20万人を想定した駐車台数を、こ
れまで最大の来客数である１日2,500人規模で設定しており、今回の拡張工事により、ほ
ぼ解決できると考えている。 また、今回の設計委託の中で工程を工夫するなど、工事中
においてもできるだけ支障が出ないよう検討したいと答弁があった。

■観光振興推進事業費補助金について

執行部から、仁淀川流域をはじめ鏡川など本県を舞台とした、多くの観客動員が期

待される話題作であるアニメーション映画「竜とそばかすの姫」の上映にあわせたプロ

モーションに係る経費である。この映画の上映を本県観光の需要回復を図る絶好のチ

ャンスと捉え、様 な々広告媒体を活用した情報発信を行い、本県への誘客拡大を目指

すとともに、映画による誘客効果を継続させ、仁淀川流域のブランド化を図るものである

と説明があった。

委員から、映画の経済効果を中山間地域である地元にしっかり波及させるためには

仕掛けが必要であるが、どのような取組を考えているのかと質疑があった。

それに対し執行部からは、高知県観光コンベンション協会において、流域をタクシー

で周遊する旅行商品や、流域の酒造メーカー等を巡ったり、昼食を地元で取るような旅

行商品等を計画している。

また、流域の広域観光組織である仁淀ブルー観光協議会では、映画とのタイアッ

プ企画として、鑑賞後のチケットの半券で

地域の商店において、いろいろな特典を

受けられるような仕組みも考えており、流

域の店舗にも協力いただきながら、地元

での消費拡大に向けて取り組んでいると

答弁があった。

■総務委員会
７月２日、６日（６月定例会中）
付託された13件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決または承認。
意見書案４件を審査。

８月24日
市町村要望事項の取りまとめについて。

常任委員会の動き（7～8月）
■危機管理文化厚生委員会
７月２日、６日（６月定例会中）
付託された13件の議案を審査し、12件を原案どおり可決または承認、１件を否決。
意見書案３件を審査。

■商工農林水産委員会
７月２日、６日（６月定例会中）
付託された４件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決または承認。

■産業振興土木委員会
７月２日、６日（６月定例会中）
付託された４件の議案を審査し、いずれも原案どおり可決。

「竜とそばかすの姫」ラッピングバス


